
特 集

わが国の土木施設は、時代の要請にこたえながら蓄積され、わが国の土木施設は、時代の要請にこたえながら蓄積され、
膨大な数の構造物が存在している。膨大な数の構造物が存在している。
それらの中には、
建設されてから50年以上経過してもなお現役で使い続けられているもの、建設されてから50年以上経過してもなお現役で使い続けられているもの、
機能が追加され進化するものもあれば、機能が追加され進化するものもあれば、
需要がなくなった、機能を果たさなくなったなどを理由に撤去されるものもある。需要がなくなった、機能を果たさなくなったなどを理由に撤去されるものもある。

一方で、修復、移設、一部利用など一方で、修復、移設、一部利用など
何らかの形で使われ続けているものもある。何らかの形で使われ続けているものもある。
人に例えるなら「土木施設にもさまざまな人生がある」と言える。人に例えるなら「土木施設にもさまざまな人生がある」と言える。

そこで注目したのがReという接頭語を用いた単語である。そこで注目したのがReという接頭語を用いた単語である。
例えば、例えば、
既存ストックを利活用したもの＝Reuse既存ストックを利活用したもの＝Reuse
重要な価値を持つものとして、使用頻度は減るが残されているもの＝Remain重要な価値を持つものとして、使用頻度は減るが残されているもの＝Remain
別の場所で使われているもの＝Recycle、別の場所で使われているもの＝Recycle、
貴重な文化遺産として別の場所で修復されたもの＝Restore、貴重な文化遺産として別の場所で修復されたもの＝Restore、
保持されているもの=Retain、保持されているもの=Retain、
建設を中止し当初の目的とは別のものとして生まれ変わったもの＝Reborn建設を中止し当初の目的とは別のものとして生まれ変わったもの＝Reborn
など。など。

これらは、まさに何らかの形で使われ続けている土木施設を表すことをこれらは、まさに何らかの形で使われ続けている土木施設を表すことを
可能にするキーワードなのではないかと考えた。可能にするキーワードなのではないかと考えた。
そこで、今回はそんなRe○○に注目し、そこで、今回はそんなRe○○に注目し、
魅力魅力ある土木施設を探っていく。土木施設を探っていく。
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■ 取材位置図

■ 土木施設年表

⑤ 神奈川県横浜市⑤ 神奈川県横浜市

② 熊本県高森町② 熊本県高森町

④ 鹿児島県鹿児島市④ 鹿児島県鹿児島市

⑥ 兵庫県香美町⑥ 兵庫県香美町

① 長野県上松町① 長野県上松町

③ 東京都世田谷区③ 東京都世田谷区

【年号】 【歴史】 【対象土木施設の変遷】
Reuse Reborn Remain Restore Recycle Retain

江戸

1840 1841：天保の改革（〜1843）
1845 1846

完成1850 1854：日米和親条約締結
1855 1859：安政の大獄
1860 1860：桜田門外の変／1862：寺田屋事件

明治

1865 1868：明治に改元（明治維新の始まり）
1870 1872：新橋・横浜間に鉄道開通、太陽暦採用
1875 1877：西南の役
1880
1885 1889：大日本帝国憲法発布、東海道線全線開通
1890 1894：日清戦争勃発（〜1895）
1895 1895：下関条約締結（台湾が日本に割譲される） 1896

隅田川
橋梁
完成

1900 1904：日露戦争勃発（〜1905）
1905

大正

1910 1912：大正に改元 1912
余部鉄橋
完成1915 1914：第一次世界大戦勃発（〜1918） 1916

木曽森林
鉄道敷設
開始

1920 1923：関東大震災 1924
完成1925 1925：ラジオ放送開始、（男子）普通選挙法成立 1929

江ヶ崎
跨線橋に
転用

昭和

1930 1931：満州事変勃発（32〜45年：満州国が存在）
1935 1937：日中戦争勃発
1940 1941：日本軍、真珠湾攻撃（太平洋戦争勃発）
1945 1945：第二次世界大戦終了（ドイツ・日本降伏）
1950 1950：朝鮮戦争勃発（〜1953）／1953：テレビ放送開始
1955 1956：国連加盟／1958：東京タワー完成／1959年：メートル法完全実施
1960 1964：新幹線開業、東京五輪開催
1965 1965：日韓基本条約
1970 1972：沖縄復帰、日中共同声明／1973：石油危機（狂乱物価） 1973開始
1975 1975：沖縄海洋博開催／1978：成田空港開業 1975廃止 1975中断
1980 1980：モスクワ五輪不参加／1982：東北新幹線・上越新幹線開業 再整備
1985 1985：プラザ合意（円高急激進行）／1986：バブル経済（〜1991） 1987

赤沢森林
鉄道開業

1989中止

平成

1990 1991：湾岸戦争
1995 1995：阪神大震災 1996

公園
本格始動

1999
災害用
保存

2000 2001：アメリカ同時多発テロ／2002：日韓共催、サッカーW杯開催 2000
移設保存2005 2005：愛知万博開催／2008：リーマン＝ショック／2009：民主党政権誕生

2010 2011：東日本大震災 2013
霞橋に
再転用

2013
「空の駅」
完成2015 2016：熊本地震

令和 2020
2020：新型コロナウイルス世界的流行／2021：東京五輪・パラ五輪開催
2022：北京五輪・パラ五輪開催／2024：パリ五輪・パラ五輪開催予定

歴史監修：金本浩二（昭和第一学園高等学校　社会科教諭） ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

①赤沢森林鉄道×Reuse
かつて木材運搬用として運行していた鉄道は、観光用と
して復活を遂げた。自然体験ができる美しい森を走る鉄
道に注目する。

②高森湧水トンネル×Reborn
鉄道用として建設が進められたこのトンネルは列車が通
ることなく公園となった。当初の目的とは異なり観光施
設となったこのトンネルについて探る。

③駒沢配水塔×Remain
日本初の巨大なコンクリート製の配水塔は、災害時の応
急給水施設として残っている。おしゃれな配水塔の歴史
を振り返る。

④西田橋×Restore
城下町鹿児島の玄関口とよばれていた石橋は、貴重な文
化遺産として別の場所で修復された。毎年のように洪水
が発生していた川で耐え抜いた石橋の技術をひもとく。

⑤霞橋×Recycle
歴史的価値の高いイギリス製プラットトラス橋は一度だ
けでなく二度も別の場所で再利用された。二度も生まれ
変わったこの橋の魅力に迫る。

⑥余部鉄橋「空の駅」×Retain
風規制による度々の運行中止により架け替えが決まった
この橋梁。展望施設として保存されることになった経緯
をたどる。
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